
(57)【要約】

【課題】　雨水を下水道等に排除するための既設の排水

施設を、雨水を地下に浸透させる浸透施設に改良するた

めの浸透構造体の施工方法を提供する。

【解決手段】　集水枡１０の底部壁１１に貫通孔１５を

形成する。貫通孔１５を通して地中に鋼管を打ち込み、

鋼管内の土砂を吸い出す。浸水シート３を巻いた塩ビ管

を鋼管内に挿入し、塩ビ管の中に砕石２を集水枡１０の

底部壁１１の位置まで充填する。塩ビ管のみを鋼管から

引き抜き、次に、鋼管を貫通孔１５から引き抜く。砕石

２が集水施設１０の底部壁１１よりも沈下している場合

には、その不足分の砕石２を貫通孔１５から充填し、砕

石２の上面を軽く転圧する。次に、貫通孔１５から上向

きへ集水施設１０内に塩ビ管５を立設する。雨水をピー

クカット方式、又はベースカット方式により処理するか

で塩ビ管５の長さを決定する。そして、塩ビ管５の上口

部に着脱可能にフィルタ６を設置する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 集 水 枡 、 集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側 溝 、 集 水 マ ン ホ ー ル を 含 む 集 水 施 設 の 底 壁 に コ ア 抜 き 手
段 に よ っ て 貫 通 孔 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 貫 通 孔 と 同 じ 形 状 を 有 す る 鋼 管 を 、 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き へ 地 中 に 打 ち 込 む ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 打 ち 込 ん だ 鋼 管 内 の 土 砂 を 吸 引 装 置 に よ り 吸 い 出 す ス テ ッ プ と 、
　 前 記 土 砂 の 吸 い 出 さ れ た 鋼 管 内 に 浸 透 シ ー ト を 巻 い た 管 を 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 浸 透 シ ー ト を 巻 い た 第 １ の 管 内 に 、 前 記 集 水 施 設 の 底 壁 よ り も 低 い 位 置 ま で 砕 石 を
充 填 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 浸 透 シ ー ト が 巻 か れ 砕 石 が 充 填 さ れ た 管 の う ち 、 管 の み を 前 記 貫 通 孔 か ら 引 き 抜 く
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 鋼 管 を 貫 通 孔 か ら 引 き 抜 く ス テ ッ プ と 、
　 前 記 貫 通 孔 か ら 上 向 き へ 集 水 施 設 内 に 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 を 含 む 第 ２ の 管 を 立 設 す る と
共 に 、 該 第 ２ の 管 を 集 水 施 設 に 固 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ の 管 の 上 口 部 に フ ィ ル タ ー を 設 置 す る ス テ ッ プ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 浸
透 構 造 体 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 集 水 枡 、 集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側 溝 、 集 水 マ ン ホ ー ル を 含 む 集 水 施 設 の 底 壁 に コ ア 抜 き 手
段 に よ っ て 貫 通 孔 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 貫 通 孔 と 同 じ 形 状 を 有 す る 鋼 管 を 、 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き へ 地 中 に 打 ち 込 む ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 打 ち 込 ん だ 鋼 管 内 の 土 砂 を 吸 引 装 置 に よ り 吸 い 出 す ス テ ッ プ と 、
　 前 記 土 砂 の 吸 い 出 さ れ た 鋼 管 内 に 浸 透 シ ー ト を 巻 い た 管 を 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 浸 透 シ ー ト を 巻 い た 第 １ の 管 内 に 、 前 記 集 水 施 設 の 底 壁 よ り も 低 い 位 置 ま で 砕 石 を
充 填 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 浸 透 シ ー ト が 巻 か れ 砕 石 が 充 填 さ れ た 管 の う ち 、 管 の み を 前 記 貫 通 孔 か ら 引 き 抜 く
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 鋼 管 を 貫 通 孔 か ら 引 き 抜 く ス テ ッ プ と 、
　 前 記 浸 透 シ ー ト と 該 侵 透 シ ー ト に 充 填 さ れ た 砕 石 で 形 成 さ れ る 浸 透 部 の 開 口 部 を 覆 う よ
う に 格 子 状 に 配 設 さ れ る 前 記 貫 通 孔 の 幅 よ り も 長 い 金 属 部 材 か ら 成 る 砕 石 浮 上 防 止 手 段 を
取 り 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 貫 通 孔 か ら 上 向 き へ 集 水 施 設 内 に 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 を 含 む 第 ２ の 管 を 立 設 す る と
共 に 、 該 第 ２ の 管 を 集 水 施 設 に 固 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ の 管 の 上 口 部 に フ ィ ル タ ー を 設 置 す る ス テ ッ プ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 浸
透 構 造 体 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 集 水 枡 、 集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側 溝 、 集 水 マ ン ホ ー ル を 含 む 集 水 施 設 の 底 壁 に 形 成 さ れ た
貫 通 孔 を 介 し て 地 中 か ら 前 記 集 水 施 設 内 に か け て 上 下 方 向 に 設 け ら れ る 浸 透 構 造 体 で あ っ
て 、
　 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き に 地 中 に 形 成 さ れ た 孔 内 に 充 填 さ れ た 砕 石 と 、 該 砕 石 を く る む よ
う に 配 設 さ れ た 浸 透 シ ー ト と か ら な る 浸 透 部 と 、
　 前 記 貫 通 孔 か ら 上 向 き に 前 記 集 水 施 設 内 に 立 設 さ れ る と 共 に 集 水 施 設 の 底 壁 に 固 定 さ れ
、 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 を 含 む 筒 状 物 か ら な る 浸 透 筒 と 、
　 該 浸 透 筒 の 上 口 部 を 覆 っ て 配 設 さ れ る 着 脱 可 能 な フ ィ ル タ と か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 浸 透 構 造 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 集 水 枡 、 集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側 溝 、 集 水 マ ン ホ ー ル を 含 む 集 水 施 設 の 底 壁 に 形 成 さ れ た
貫 通 孔 を 介 し て 地 中 か ら 前 記 集 水 施 設 内 に か け て 上 下 方 向 に 設 け ら れ る 浸 透 構 造 体 で あ っ
て 、
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　 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き に 地 中 に 形 成 さ れ た 孔 内 に 充 填 さ れ た 砕 石 と 、 該 砕 石 を く る む よ
う に 配 設 さ れ た 浸 透 シ ー ト と か ら な る 浸 透 部 と 、
　 前 記 貫 通 孔 の 下 側 に 、 前 記 浸 透 部 の 開 口 部 を 覆 う よ う に 格 子 状 に 配 設 さ れ る 前 記 貫 通 孔
の 幅 よ り も 長 い 金 属 部 材 か ら 成 る 砕 石 浮 上 防 止 手 段 と 、
　 前 記 貫 通 孔 か ら 上 向 き に 前 記 集 水 施 設 内 に 立 設 さ れ る と 共 に 集 水 施 設 の 底 壁 に 固 定 さ れ
、 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 を 含 む 筒 状 物 か ら な る 浸 透 筒 と 、
　 該 浸 透 筒 の 上 口 部 を 覆 っ て 配 設 さ れ る 着 脱 可 能 な フ ィ ル タ と か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 浸 透 構 造 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 浸 透 部 は 、 縦 長 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 浸 透 構 造 体
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 貫 通 孔 の 形 状 と 、 前 記 浸 透 部 お よ び 前 記 浸 透 筒 の 水 平 断 面 形 状 と は 同 一 形 状 を 有 し
、 そ の 形 状 は 円 形 状 、 ま た は 多 角 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず れ か
に 記 載 の 浸 透 構 造 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き に 地 中 に 形 成 さ れ た 孔 の 形 状 お よ び 前 記 浸 透 部 の 形 状 は 、 円 筒 状
、 円 錐 台 形 状 、 ま た は 四 角 推 台 形 状 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず
れ か に 記 載 の 浸 透 構 造 体 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 集 水 施 設 に 集 水 さ れ た 雨 水 、 下 水 等 を 地 中 に 浸 透 さ せ る た め の 浸 透 構 造 体 、
及 び そ の 施 工 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 都 市 化 の 進 展 に よ り 雨 水 が 地 下 に 浸 透 し な い 不 浸 透 域 が 増 加 し 、 都 市 型 洪 水 の 多
発 、 清 流 の 枯 渇 、 水 質 の 悪 化 、 地 下 水 の 減 少 等 、 水 循 環 の 変 化 に 起 因 す る 問 題 が 生 じ て い
る 。 又 、 合 流 式 の 下 水 道 が 設 置 さ れ て い る 地 域 に お い て も 、 多 降 雨 時 の 流 出 に 対 す る 改 善
が 求 め ら れ て い た 。 雨 水 を 地 下 に 浸 透 さ せ る こ と は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 奨 励
さ れ て お り 、 様 々 な 浸 透 施 設 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ３ は 、 通 常 使 用 さ れ て い る 一 般 的 な 浸 透 施 設 で あ り 、 浸 透 マ ス を 使 用 し た 施 設 形 式
で あ る 。 こ の 浸 透 施 設 は 、 浸 透 マ ス の 周 辺 を 砕 石 で 充 填 し 、 集 水 し た 雨 水 を 浸 透 マ ス の 側
壁 お よ び 底 部 に 設 け た 貫 通 孔 か ら 地 面 へ 浸 透 さ せ る 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 他 の 形 態 の 浸 透 施 設 と し て 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る も の が あ る 。 こ の 浸
透 施 設 は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 浸 透 マ ン ホ ー ル ま た は 浸 透 管 ま た は 浸 透 マ ス ５ ０ の 周 壁
に 設 け た 貫 通 穴 ５ １ に 対 応 し て 、 前 記 浸 透 マ ン ホ ー ル ５ ０ 等 の 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 で 、
且 つ 、 浸 透 マ ン ホ ー ル ５ ０ 等 の 外 部 に 向 か っ て 外 筒 、 内 筒 及 び フ ィ ル タ ー エ レ メ ン ト か ら
な る フ ィ ル タ ー ５ ２ を 突 設 し て 設 け る こ と に よ り フ ィ ル タ ー ５ ２ の 有 効 面 積 を 大 き く し 、
雨 水 の 排 水 能 力 を 向 上 さ せ よ う と す る も の で あ る 。 外 筒 の 浸 透 マ ン ホ ー ル ５ ０ 側 の 一 端 部
は 、 貫 通 穴 ５ １ に 嵌 合 し て 固 定 さ れ 、 外 筒 の 他 端 部 に は 、 格 子 状 の 枠 体 が 設 け ら れ た フ ィ
ル タ ー 枠 ５ ３ が 外 枠 に 嵌 入 し て 着 脱 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 浸 透 マ ン ホ ー ル ５ ０ 等 の 外 側
の 地 盤 と の 間 に は 図 示 し な い 複 数 の 砕 石 か ら な る 砕 石 エ レ メ ン ト が 敷 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ０ ０ ４ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-138197 A 2006.6.1



【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 浸 透 施 設 を 新 設 し て 施 工 す る 場 合 、 浸 透 マ ス 、 お よ び 充 填 砕
石 を 設 置 す る た め の 掘 削 工 、 掘 削 内 の 透 水 シ ー ト の 敷 設 工 、 掘 削 内 の 基 礎 部 充 填 砕 石 工 、
浸 透 マ ス の 据 付 工 、 浸 透 マ ス の 側 部 充 填 砕 石 工 、 上 面 浸 透 シ ー ト 工 、 埋 め 戻 し 工 等 の 大 掛
か り な 施 工 が 必 要 で あ り 、 設 置 費 用 が 高 い こ と や 、 設 置 場 所 が 確 保 で き な い 等 の 問 題 が 発
生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 合 流 式 の 下 水 道 に お い て 使 用 さ れ て い る 、 側 壁 あ る い は 底 部 に 貫 通 穴 が 形 成 さ れ
て い な い 集 水 マ ス 、 排 水 マ ス 等 か ら 構 成 さ れ る 既 設 施 設 を 、 上 記 浸 透 マ ス 等 か ら 構 成 さ れ
る よ う な 浸 透 施 設 に 改 良 す る 場 合 に も 、 側 溝 の 取 り 外 し 、 掘 削 、 マ ス の 交 換 等 の 施 工 が 必
要 で あ り 、 上 記 新 設 す る 場 合 と 同 様 に 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 こ の よ う な 状 況 の 下 、 よ り 簡 便 で 効 果 の 高 い 浸 透 施 設 の 開 発 が 期 待 さ れ て い る
。 と り わ け 浸 透 機 能 を 有 し な い 排 水 施 設 が 既 に 設 置 さ れ て い る 地 域 で は 、 そ の 既 設 施 設 の
改 良 に よ り 簡 便 で 効 果 の 高 い 浸 透 施 設 の 実 現 が 期 待 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 願 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 雨 水 を 下 水 道 や 水 域
に 排 除 す る た め の 既 設 の 集 水 施 設 あ る い は 排 水 施 設 を 、 雨 水 を 地 下 に 浸 透 さ せ 得 る 簡 便 で
効 果 の 高 い 浸 透 施 設 に 改 良 す る た め の 浸 透 構 造 体 、 及 び そ の 施 工 方 法 、 あ る い は 雨 水 を 地
下 に 浸 透 さ せ る 浸 透 施 設 を 新 設 す る 場 合 の 浸 透 構 造 体 、 及 び そ の 施 工 方 法 の 提 供 を 目 的 と
す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の 発 明 は 、 集 水 枡 、
集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側 溝 、 集 水 マ ン ホ ー ル を 含 む 集 水 施 設 の 底 壁 に コ ア 抜 き 手 段 に よ っ て
貫 通 孔 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 貫 通 孔 と 同 じ 形 状 を 有 す る 鋼 管 を 、 前 記 貫 通 孔 か ら 下
向 き へ 地 中 に 打 ち 込 む ス テ ッ プ と 、 前 記 打 ち 込 ん だ 鋼 管 内 の 土 砂 を 吸 引 装 置 に よ り 吸 い 出
す ス テ ッ プ と 、 前 記 土 砂 の 吸 い 出 さ れ た 鋼 管 内 に 浸 透 シ ー ト を 巻 い た 管 を 挿 入 す る ス テ ッ
プ と 、 前 記 浸 透 シ ー ト を 巻 い た 第 １ の 管 内 に 、 前 記 集 水 施 設 の 底 壁 よ り も 低 い 位 置 ま で 砕
石 を 充 填 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 浸 透 シ ー ト が 巻 か れ 砕 石 が 充 填 さ れ た 管 の う ち 、 管 の み を
前 記 貫 通 孔 か ら 引 き 抜 く ス テ ッ プ と 、 前 記 鋼 管 を 貫 通 孔 か ら 引 き 抜 く ス テ ッ プ と 、 前 記 貫
通 孔 か ら 上 向 き へ 集 水 施 設 内 に 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 を 含 む 第 ２ の 管 を 立 設 す る と 共 に 、 該
第 ２ の 管 を 集 水 施 設 に 固 定 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ２ の 管 の 上 口 部 に フ ィ ル タ ー を 設 置 す
る ス テ ッ プ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の 発 明 は 、 集 水 枡 、 集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側
溝 、 集 水 マ ン ホ ー ル を 含 む 集 水 施 設 の 底 壁 に コ ア 抜 き 手 段 に よ っ て 貫 通 孔 を 形 成 す る ス テ
ッ プ と 、 前 記 貫 通 孔 と 同 じ 形 状 を 有 す る 鋼 管 を 、 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き へ 地 中 に 打 ち 込 む
ス テ ッ プ と 、 前 記 打 ち 込 ん だ 鋼 管 内 の 土 砂 を 吸 引 装 置 に よ り 吸 い 出 す ス テ ッ プ と 、
　 前 記 土 砂 の 吸 い 出 さ れ た 鋼 管 内 に 浸 透 シ ー ト を 巻 い た 管 を 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 浸 透 シ ー ト を 巻 い た 第 １ の 管 内 に 、 前 記 集 水 施 設 の 底 壁 よ り も 低 い 位 置 ま で 砕 石 を
充 填 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 浸 透 シ ー ト が 巻 か れ 砕 石 が 充 填 さ れ た 管 の う ち 、 管 の み を 前 記
貫 通 孔 か ら 引 き 抜 く ス テ ッ プ と 、 前 記 鋼 管 を 貫 通 孔 か ら 引 き 抜 く ス テ ッ プ と 、 前 記 浸 透 シ
ー ト と 該 侵 透 シ ー ト に 充 填 さ れ た 砕 石 で 形 成 さ れ る 浸 透 部 の 開 口 部 を 覆 う よ う に 格 子 状 に
配 設 さ れ る 前 記 貫 通 孔 の 幅 よ り も 長 い 金 属 部 材 か ら 成 る 砕 石 浮 上 防 止 手 段 を 取 り 付 け る ス
テ ッ プ と 、 前 記 貫 通 孔 か ら 上 向 き へ 集 水 施 設 内 に 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 を 含 む 第 ２ の 管 を 立
設 す る と 共 に 、 該 第 ２ の 管 を 集 水 施 設 に 固 定 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 第 ２ の 管 の 上 口 部 に フ
ィ ル タ ー を 設 置 す る ス テ ッ プ と か ら な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 浸 透 構 造 体 の 発 明 は 、 集 水 枡 、 集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側 溝 、 集 水 マ
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ン ホ ー ル を 含 む 集 水 施 設 の 底 壁 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 を 介 し て 地 中 か ら 前 記 集 水 施 設 内 に か
け て 上 下 方 向 へ 設 け ら れ る 浸 透 構 造 体 で あ っ て 、 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き に 地 中 に 形 成 さ れ
た 孔 内 に 充 填 さ れ た 砕 石 と 、 該 砕 石 を 覆 う よ う に 配 設 さ れ た 浸 透 シ ー ト と か ら な る 浸 透 部
と 、 前 記 貫 通 孔 か ら 上 向 き に 前 記 集 水 施 設 内 に 立 設 さ れ る と 共 に 集 水 施 設 の 底 壁 に 固 定 さ
れ 、 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 を 含 む 筒 状 物 か ら な る 浸 透 筒 と 、 該 浸 透 筒 の 上 口 部 を 覆 っ て 配 設
さ れ る 着 脱 可 能 な フ ィ ル タ と か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 浸 透 構 造 体 の 発 明 は 、 集 水 枡 、 集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側 溝 、 集 水 マ
ン ホ ー ル を 含 む 集 水 施 設 の 底 壁 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 を 介 し て 地 中 か ら 前 記 集 水 施 設 内 に か
け て 上 下 方 向 に 設 け ら れ る 浸 透 構 造 体 で あ っ て 、 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き に 地 中 に 形 成 さ れ
た 孔 内 に 充 填 さ れ た 砕 石 と 、 該 砕 石 を く る む よ う に 配 設 さ れ た 浸 透 シ ー ト と か ら な る 浸 透
部 と 、 前 記 貫 通 孔 の 下 側 に 、 前 記 浸 透 部 の 開 口 部 を 覆 う よ う に 格 子 状 に 配 設 さ れ る 前 記 貫
通 孔 の 幅 よ り も 長 い 金 属 部 材 か ら 成 る 砕 石 浮 上 防 止 手 段 と 、 前 記 貫 通 孔 か ら 上 向 き に 前 記
集 水 施 設 内 に 立 設 さ れ る と 共 に 集 水 施 設 の 底 壁 に 固 定 さ れ 、 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 を 含 む 筒
状 物 か ら な る 浸 透 筒 と 、 該 浸 透 筒 の 上 口 部 を 覆 っ て 配 設 さ れ る 着 脱 可 能 な フ ィ ル タ と か ら
構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 浸 透 構 造 体 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ ま た は ４ の 発 明 に お い て 、 前 記 浸
透 部 は 、 縦 長 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 係 る 浸 透 構 造 体 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 発 明 に
お い て 、 前 記 貫 通 孔 の 形 状 と 、 前 記 浸 透 部 お よ び 前 記 浸 透 筒 の 水 平 断 面 形 状 と は 同 一 形 状
を 有 し 、 そ の 形 状 は 円 形 状 、 ま た は 多 角 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 係 る 浸 透 構 造 体 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 発 明 に
お い て 、 前 記 貫 通 孔 か ら 下 向 き に 地 中 に 形 成 さ れ た 孔 の 形 状 お よ び 前 記 浸 透 部 の 形 状 は 、
円 筒 状 、 円 錐 台 形 状 、 ま た は 四 角 推 台 形 状 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 に よ れ ば 、 雨 水 を 下 水 道 等 に 排 除 す る 既 設 の 排 水 施
設 を 、 施 工 コ ス ト の 向 上 を 抑 制 し つ つ 、 短 時 間 で 容 易 に 雨 水 を 地 下 に 浸 透 さ せ 得 る 簡 便 で
効 果 の 高 い 浸 透 施 設 に 改 良 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 浸 透 構 造 体 に よ れ ば 、 浸 透 部 は 縦 長 形 状 で あ り 、 掘 削 の 深 さ が 大 き
く 、 設 計 水 頭 と 浸 透 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 地 中 へ の 雨 水 の 浸 透 量 を 大 き く す る こ
と が で き る 。 ま た 、 浸 透 筒 の 上 口 部 に 配 設 さ れ る フ ィ ル タ の 交 換 洗 浄 が 容 易 で あ る た め 、
浸 透 構 造 体 の メ ン テ ナ ン ス 面 に お い て 有 利 で あ る 。 ま た 、 貫 通 孔 か ら 上 向 き に 集 水 施 設 内
に 立 設 さ れ る 浸 透 筒 の 長 さ を 変 え る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ の 配 設 さ れ る 高 さ を 調 節 す る こ
と が で き る の で 、 フ ィ ル タ の 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 立 設 さ れ る 浸 透
筒 の 長 さ を 容 易 に 変 え る こ と が で き る の で 、 雨 水 浸 透 の ベ ー ス カ ッ ト 方 式 あ る い は ピ ー ク
カ ッ ト 方 式 の い ず れ か の 方 式 を 容 易 に 選 択 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 浸 透 構 造 体 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 浸 透 構 造 体 の 一 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 浸 透 構 造 体 １ は 、 集 水 施 設 （ 排 水 施
設 と も い う ） 内 に 集 め ら れ た 水 を 地 中 に 浸 透 さ せ る た め の 構 造 体 で あ り 、 集 水 施 設 の 底 部
壁 １ １ に 設 け ら れ る 。 図 １ に 示 す 形 態 で は 、 集 水 施 設 と し て 集 水 枡 １ ０ を 挙 げ て 説 明 す る
。 集 水 枡 １ ０ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 主 に 道 路 排 水 ま た は 敷 地 か ら の 雨 水 を 集 水 す る
集 水 施 設 と し て 使 用 さ れ る も の で あ り 、 底 部 を 備 え た 構 造 を 有 す る 。 集 水 枡 １ ０ の 上 部 に
は 集 水 枡 蓋 １ ２ が 配 設 さ れ 、 集 水 枡 蓋 １ ２ に は 、 道 路 上 を 流 れ て き た 排 水 、 隣 の 敷 地 か ら
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流 れ て き た 雨 水 等 が 集 水 枡 １ ０ 内 に 流 入 す る 際 に 通 過 す る 流 入 孔 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ に は 、 貫 通 孔 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １ ５ は 本 発 明 に 係
る 浸 透 構 造 体 １ を 設 け る た め の 孔 で あ り 、 コ ア 抜 き 用 の ド リ ル 、 コ ア 抜 き カ ッ タ ー 等 の コ
ア 抜 き 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 貫 通 孔 １ ５ の 形 状 は 、 製 作 の 容 易 性 を 考 慮 し て 円 形 状 に
形 成 さ れ て い る 。 但 し 、 円 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 三 角 形 状 、 四 角 形 状 等 の 多 角
形 状 に 形 成 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 浸 透 構 造 体 １ は 、 貫 通 孔 １ ５ を 通 過 し 地 中 か ら 集 水 枡 １ ０ 内 に 延 び て 上 下 方 向 に 設 け ら
れ て い る 。 浸 透 構 造 体 １ は 、 貫 通 孔 １ ５ か ら 下 向 き に 地 中 に 形 成 さ れ た 孔 １ ６ 内 に 設 け ら
れ る 浸 透 部 ４ と 、 貫 通 孔 １ ５ の 下 側 に 、 貫 通 孔 １ ５ と ク ロ ス し て 配 設 さ れ 、 浸 透 部 ４ の 浮
上 を 防 止 す る 砕 石 浮 上 防 止 手 段 ７ と 、 貫 通 孔 １ ５ か ら 上 向 き へ 集 水 枡 １ ０ 内 に 立 設 さ れ る
浸 透 筒 ５ と 、 浸 透 筒 ５ の 上 口 部 を 覆 っ て 配 設 さ れ る フ ィ ル タ ６ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ
し て 、 貫 通 孔 １ ５ の 形 状 と 、 浸 透 部 ４ お よ び 浸 透 筒 ５ の 水 平 断 面 形 状 と は 同 一 形 状 を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 浸 透 部 ４ は 孔 １ ６ 内 に 充 填 さ れ る 砕 石 ２ と 、 該 砕 石 ２ を く る む よ う に 配 設 さ れ て い る 浸
透 シ ー ト ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。 孔 １ ６ は 貫 通 孔 １ ５ の 真 下 に 、 鉛 直 下 向 へ 縦 長 状 に 形 成
さ れ て い る 。 孔 １ ６ は 、 例 え ば 、 貫 通 孔 １ ５ と 同 形 状 の 鋼 管 を 貫 通 孔 １ ５ を 通 し て 地 中 に
打 ち 込 み 、 鋼 管 内 の 土 砂 を 吸 引 機 等 に よ っ て 吸 い 出 し て 形 成 す る こ と が で き る 。 縦 長 状 に
形 成 し た 孔 １ ６ 内 に 浸 透 部 ４ を 設 け る こ と に よ り 、 設 計 水 頭 と 浸 透 面 積 を 大 き く す る こ と
が で き る の で 、 地 中 へ の 水 の 浸 透 量 を 多 く す る こ と が で き る 。 浸 透 部 ４ の 浮 上 、 即 ち 、 浸
透 部 を 構 成 す る 砕 石 ２ 及 び 侵 透 シ ー ト ３ の 浮 上 を 防 止 す る た め に 砕 石 浮 上 防 止 手 段 ７ が 設
け ら れ て い る 。 砕 石 浮 上 防 止 手 段 ７ は 、 例 え ば 、 貫 通 孔 １ ５ の 径 よ り も 大 き い 長 さ を 有 す
る 金 属 棒 （ 金 属 部 材 ） ７ か ら な り 、 貫 通 孔 １ ５ の 下 側 、 即 ち 、 浸 透 部 ４ の 上 側 （ 上 面 部 ）
に 、 金 属 棒 ７ の 両 端 部 分 が 貫 通 孔 １ ５ の 外 周 部 分 で あ る 低 部 壁 １ １ に 掛 か る よ う に 、 貫 通
孔 １ ５ と ク ロ ス し て 配 設 さ れ る 。 ま た 、 金 属 棒 ７ は 複 数 本 が 格 子 状 に 配 設 さ れ 、 こ の 金 属
棒 の 格 子 に よ っ て 充 填 し た 砕 石 ２ の 浮 上 、 即 ち 、 貫 通 孔 １ ５ 内 へ の 砕 石 の 進 入 を 防 止 す る
。 尚 、 砕 石 浮 上 防 止 手 段 ７ と し て は 、 メ ッ シ ュ 格 子 状 に 形 成 さ れ た 部 材 を 浸 透 部 ４ の 開 口
部 を 覆 う よ う に 配 設 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 孔 １ ６ 内 に 充 填 さ れ る 砕 石 ２ は 、 空 隙 率 の 高 い も の を 選 定 す る こ と が 望 ま し く 、 一 般 的
に 単 粒 度 砕 石 ２ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の も の を 使 用 す る 。 浸 透 シ ー ト ３ は 、 浸 透 層 で あ る 地 中 （ 土
砂 地 ） と 砕 石 ２ と の 境 界 面 に 砕 石 ２ を く る む よ う に 敷 設 さ れ 、 浸 透 層 か ら の 土 砂 が 砕 石 ２
内 に 流 入 す る こ と を 防 ぐ と 共 に 、 路 面 や 浸 透 層 の 陥 没 、 沈 下 を 防 ぐ 。 浸 透 シ ー ト ３ と し て
は 、 十 分 な 引 っ 張 り 強 度 を 有 し 、 腐 食 等 の 面 で 長 期 間 の 使 用 に 耐 え る と 共 に 、 水 を よ く 通
し 砂 と 同 等 以 上 の 透 水 係 数 を 有 す る も の を 使 用 す る 。 具 体 的 に は 、 幅 ５ ｃ ｍ あ た り の 引 っ
張 り 強 度 が ３ ０ ｋ ｇ ｆ 以 上 で 、 透 水 係 数 が １ ０ - 1 ～ １ ０ - 2 ｃ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ 以 上 、 厚 さ ０ .１
～ ０ .２ ｍ ｍ 以 上 の も の を 使 用 す る 。 ま た 、 浸 透 シ ー ト ３ の 材 質 は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ
プ ロ ピ レ ン 等 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 貫 通 孔 １ ５ か ら 上 向 き に 集 水 枡 １ ０ 内 に 立 設 さ れ る 浸 透 筒 ５ は 、 図 １ に お け る 浸 透 筒 ５
の 下 側 の 端 部 が 貫 通 孔 １ ５ に 嵌 入 さ れ 、 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ に モ ル タ ル で 固 定 さ れ て
い る 。 浸 透 筒 ５ の 形 状 は 、 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ に 形 成 し た 貫 通 孔 １ ５ と 同 形 状 を 有 し
て い る 。 例 え ば 、 塩 ビ 管 、 土 管 、 鉄 管 等 の 筒 状 物 か ら 構 成 さ れ て い る 。 浸 透 筒 ５ の 長 さ 、
即 ち 、 底 部 壁 １ １ か ら 上 方 向 へ 集 水 枡 １ ０ 内 に 延 び て い る 部 分 の 高 さ は 、 集 水 枡 １ ０ 内 に
流 入 し た 雨 水 等 を ピ ー ク カ ッ ト 方 式 に よ り 処 理 す る か 、 あ る い は ベ ー ス カ ッ ト 方 式 に よ り
処 理 す る か に よ っ て 決 定 す る 。 つ ま り 、 流 入 し た 雨 水 等 を ピ ー ク カ ッ ト 方 式 に よ り 処 理 す
る か 、 ベ ー ス カ ッ ト 方 式 に よ り 処 理 す る か は 、 浸 透 筒 ５ の 長 さ を 調 節 す る こ と に よ っ て 選
択 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 ピ ー ク カ ッ ト 方 式 と は 、 図 １ に 示 す 施 設 で い う と 、 降 雨 初 期 や 雨 水 流 入 量 の 少
な い と き は 、 取 付 管 １ ７ を 通 し て 雨 水 等 を 下 水 道 管 へ と 排 出 し 、 流 入 量 が 増 加 し て あ る 水
位 を 超 え る と 、 即 ち 、 フ ィ ル タ ６ の 高 さ を 超 え る と フ ィ ル タ ６ を 通 っ て 初 め て 浸 透 部 ４ に
雨 水 等 が 流 入 す る 方 式 で あ る 。 こ れ に よ り 初 期 流 入 水 に 多 く 含 ま れ る 汚 濁 物 は 、 泥 溜 め 部
１ ８ に 沈 殿 、 あ る い は 取 付 管 １ ７ を 通 し て 下 水 道 管 へ と 排 出 さ れ る 。 図 １ は 、 フ ィ ル タ ６
の 高 さ （ 矢 印 Ａ の 位 置 ） が 取 付 管 １ ７ の 底 面 の 位 置 （ 矢 印 Ｂ の 位 置 ） よ り も 高 く な る よ う
に 設 定 さ れ て お り 、 ピ ー ク カ ッ ト 方 式 の 一 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ベ ー ス カ ッ ト 方 式 と は 、 降 雨 初 期 か ら の 流 入 水 を 、 そ の 施 設 が 持 っ て い る 浸 透 能
力 の 範 囲 で 浸 透 さ せ る 方 式 で 、 浸 透 能 力 を 超 え た 分 は 下 水 等 へ 越 流 さ せ る 。 ベ ー ス カ ッ ト
方 式 で は 、 集 水 枡 １ ０ に 流 入 し た 雨 水 等 は 、 フ ィ ル タ ６ を 通 過 し て 浸 透 部 ４ に 流 入 し 地 中
へ と 浸 透 処 理 さ れ る 。 集 水 枡 １ ０ に 流 入 す る 水 量 が 増 加 し 、 集 水 枡 １ ０ 内 の 水 位 が 上 昇 し
て く る と 取 付 管 １ ７ を 通 し て 下 水 道 管 へ と 雨 水 が 流 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 フ ィ ル タ ６ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う な 網 目 状 に 形 成 さ れ た フ ィ ル タ 枠 ６ ａ と 、 図
３ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に フ ィ ル タ 枠 ６ ａ 内 に 配 設 さ れ た 細 目 フ ィ ル タ ６ ｂ か ら 構 成 さ れ
て い る 。 フ ィ ル タ 枠 ６ ａ は 、 網 目 状 の 浸 透 孔 を 形 成 し 、 そ の 中 に 細 目 フ ィ ル タ ６ ｂ を 固 定
し て い る 。 ま た 、 網 目 状 の 浸 透 孔 に よ っ て フ ィ ル タ 枠 ６ ａ 内 に 大 き な ゴ ミ が 流 入 す る こ と
を 防 ぐ 機 能 を 有 し て い る 。 細 目 フ ィ ル タ ６ ｂ は 、 雨 水 に 含 ま れ た 固 形 物 、 例 え ば 、 ゴ ミ 、
砂 利 、 砂 等 が 浸 透 部 ４ へ 流 入 す る の を 防 ぎ 、 砕 石 ２ の 目 詰 ま り を 防 ぐ 機 能 を 有 し て い る 。
ま た 、 集 水 枡 １ ０ に 流 入 す る 雨 水 に 含 ま れ た 道 路 上 の 油 分 等 を 吸 着 し 、 侵 透 に よ る 地 下 水
汚 染 を 防 止 す る 機 能 を 有 し た 素 材 の 細 目 フ ィ ル タ ６ ｂ を 使 用 し て も よ い 。 フ ィ ル タ ６ は 、
浸 透 筒 ５ の 上 口 部 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 細 目 フ ィ ル タ ６ ｂ の 洗 浄 や 取 り 替 え
等 の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 な う こ と で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ に お い て 、 集 水 枡 １ ０ の 流 入 孔 １ ３ か ら 集 水 枡 内 に 流 入 し た 雨 水 等 は 、 先 ず 、 泥 溜
め 部 １ ８ に 貯 留 さ れ 、 貯 留 水 位 が 高 く な る と 取 付 管 １ ７ を 通 し て 下 水 道 に 排 出 さ れ る 。 流
入 量 が 増 加 し て 貯 留 水 位 が フ ィ ル タ ６ の 高 さ を 超 え る と 、 雨 水 等 は フ ィ ル タ ６ を 通 過 し て
浸 透 筒 ５ か ら 浸 透 部 ４ へ 流 入 す る 、 浸 透 部 ４ に 流 入 し た 雨 水 等 は 、 砕 石 ２ 及 び 浸 透 シ ー ト
３ を 通 し て 地 中 に 浸 透 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 浸 透 構 造 体 １ は 、 既 に 地 中 等 の 所 定 の 場 所 に 設 置 さ れ て い る 集 水 枡 １ ０ に 設 け る よ う に
し て も 、 あ る い は 新 設 し よ う と す る 集 水 枡 １ ０ に 設 け る よ う に し て も よ い 。 そ し て 、 新 設
す る 集 水 枡 １ ０ に 浸 透 構 造 体 １ を 設 け る 場 合 、 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ に 設 け る 貫 通 孔 １
５ は 、 集 水 枡 １ ０ を 掘 削 し た 場 所 に 据 え 付 け る 前 に 、 予 め 形 成 し て お く よ う に し て も よ い
。 こ の 場 合 、 浸 透 構 造 体 １ の 浸 透 部 ４ を 配 設 す る 孔 １ ６ も 集 水 枡 １ ０ を 据 え 付 け る 前 に 、
予 め 集 水 枡 １ ０ の 貫 通 孔 １ ５ に 対 応 し た 位 置 に 形 成 し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 集 水 枡 １ ０ を 据 え 付 け る 前 で あ る た め 、 予 め 形 成 す る こ と が で き る 孔 １ ６ の 形 状 は 、 集
水 枡 １ ０ に 形 成 さ れ て い る 貫 通 孔 １ ５ の 形 状 に よ っ て 制 約 さ れ ず 、 例 え ば 、 円 柱 形 状 、 多
角 柱 形 状 の 他 、 円 錐 台 形 状 、 あ る い は 四 角 推 台 形 状 等 の 孔 １ ６ を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ
る 。 ま た 、 こ の 孔 １ ６ 内 に 設 け ら れ る 浸 透 部 ４ の 形 状 は 、 孔 １ ６ の 形 状 に 応 じ て 形 成 さ れ
る も の で あ る か ら 、 孔 １ ６ の 形 状 と 同 様 に 、 例 え ば 、 円 柱 形 状 、 多 角 柱 形 状 の 他 、 円 錐 台
形 状 、 あ る い は 四 角 推 台 形 状 等 の 浸 透 部 ４ に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 さ ら に
浸 透 部 ４ の 設 計 水 頭 と 浸 透 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 地 中 へ の 雨 水 の 浸 透 量 を 大 き く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 集 水 施 設 の 形 態 と し て は 、 上 述 し た 集 水 枡 の 他 、 集 水 ト レ ン チ 、 集 水 側 溝 、 集 水 マ ン ホ
ー ル 等 も 挙 げ る こ と が で き 、 こ れ ら の 底 部 壁 に 貫 通 孔 を 形 成 し 浸 透 構 造 体 を 設 け る こ と に
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よ り 、 集 水 枡 の 場 合 と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 上 述 し た 形 態 で は 、 浸 透 構 造 体 １ を 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ に 設 け る も の で あ っ
た が 、 こ の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 集 水 枡 １ ０ の 側 壁 に 浸 透 構 造 体 １ を
設 け る よ う に し て も よ い 。 側 壁 に 設 け る 場 合 に は 、 浸 透 筒 ５ 部 分 を 集 水 枡 １ ０ 内 に 延 ば す
必 要 が な い 為 、 側 壁 に 貫 通 孔 １ ５ を 形 成 し 、 そ の 貫 通 孔 か ら 水 平 方 向 へ 延 び る 浸 透 部 ４ と
、 貫 通 孔 １ ５ に 取 り 付 け ら れ る フ ィ ル タ ６ に よ っ て 浸 透 構 造 体 １ を 構 成 す る こ と が で き る
。 浸 透 部 ４ お よ び フ ィ ル タ ６ の 構 成 は 上 述 し た 形 態 の も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 に 、 浸 透 構 造 体 １ の 施 工 方 法 の 一 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 こ の 形 態 で は 、 浸 透 構 造 体 １ が 施 工 さ れ る 集 水 施 設 は 、 既 に 設 置 さ れ て い る 施 設 が 対 象
で あ る 。 ま た 、 集 水 施 設 と し て 集 水 枡 １ ０ を 使 用 す る 。
　 図 ４ （ ａ ） は 、 集 水 枡 １ ０ を 上 側 か ら 見 た も の で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ｅ ― Ｅ 線 に お
け る 断 面 図 で あ る 。 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ に 、 コ ア 抜 き カ ッ タ ー に よ っ て 直 径 Ｒ 1（ １
８ ０ ｍ ｍ ） の 貫 通 孔 １ ５ を 形 成 す る 。 尚 、 か っ こ 内 の 数 字 は 、 浸 透 構 造 体 １ を 構 成 す る 部
材 同 士 の 大 き さ を 比 較 す る た め に 一 例 を 挙 げ た も の で あ り 、 こ の 数 字 に 限 定 さ れ る も の で
は な い （ 以 下 同 じ ） 。 ま た 、 貫 通 孔 １ ５ の 形 状 は 円 形 状 に 限 定 さ れ ず 、 多 角 形 状 で あ っ て
も よ い 。 （ 以 上 、 第 １ ス テ ッ プ ）
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 貫 通 孔 １ ５ を 通 し て 、 貫 通 孔 １ ５ と 同 形 状 で 直 径 Ｒ 2（ １ ６ ５ ｍ ｍ ） の 鋼 管 ２ ０
を 、 鉛 直 下 向 き へ 地 中 に 深 さ Ｈ 1（ 例 え ば 、 ８ ０ ｃ ｍ ） ま で 打 ち 込 む （ 図 ５ 参 照 ） 。 （ 以
上 、 第 ２ ス テ ッ プ ）
　 そ し て 、 打 ち 込 ん だ 鋼 管 ２ ０ 内 の 深 さ Ｈ 2（ 例 え ば 、 ５ ０ ｃ ｍ ） ま で の 土 砂 を 吸 引 装 置
に よ り 吸 い 出 す （ 図 ６ 参 照 ） 。 （ 以 上 、 第 ３ ス テ ッ プ ）
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 土 砂 の 吸 い 出 さ れ た 鋼 管 ２ ０ 内 に 、 浸 水 シ ー ト ３ を 挿 入 方 向 の 端 部 か ら 長 さ Ｈ 2
（ ５ ０ ｃ ｍ ） 巻 い た 直 径 Ｒ 3（ １ ２ ５ ｍ ｍ ） の 塩 ビ 管 ２ １ を 挿 入 す る 。 浸 水 シ ー ト ３ は 塩
ビ 管 ２ １ を く る む よ う に 塩 ビ 管 ２ １ の 側 面 だ け で な く 挿 入 方 向 の 口 側 も 覆 っ て 巻 か れ て い
る （ 図 ７ 参 照 ） 。 （ 以 上 、 第 ４ ス テ ッ プ ）
　 浸 透 シ ー ト ３ を 巻 い た 塩 ビ 管 ２ １ の 中 に 、 砕 石 ２ を 塩 ビ 管 ２ １ の 挿 入 先 端 部 か ら 長 さ Ｈ
2（ ５ ０ ｃ ｍ ） 分 、 即 ち 、 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ の 底 面 位 置 ま で 充 填 す る （ 図 ８ 参 照 ）
。 （ 以 上 、 第 ５ ス テ ッ プ ）
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 鋼 管 ２ ０ 内 に 挿 入 さ れ て お り 、 浸 透 シ ー ト ３ が 巻 か れ 砕 石 ２ が 充 填 さ れ て い る 塩
ビ 管 ２ １ の 、 塩 ビ 管 ２ １ の み を 鋼 管 ２ ０ か ら 、 即 ち 、 貫 通 孔 １ ５ か ら 引 き 抜 く （ 図 ９ 参 照
） 。 そ し て 、 鋼 管 ２ ０ の 上 口 か ら 砕 石 ２ の 上 面 を 転 圧 す る 。 （ 以 上 、 第 ５ ス テ ッ プ ）
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 地 中 に 打 ち 込 ま れ て い る 鋼 管 ２ ０ を 貫 通 孔 １ ５ か ら 引 き 抜 く （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 砕
石 ２ の 上 面 の 位 置 が 、 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ の 底 面 位 置 よ り も 沈 下 し て い る 場 合 に は 、
そ の 不 足 分 の 砕 石 ２ を 貫 通 孔 １ ５ か ら 充 填 し 、 砕 石 ２ の 上 面 を 充 分 に 締 め 固 め る 。 こ こ で
、 例 え ば 、 地 盤 の 弱 い 場 所 等 の よ う に 、 充 填 し た 砕 石 ２ の 浮 上 が 起 き る 可 能 性 の 高 い 所 で
は 、 集 水 枡 １ ０ 内 に 砕 石 が 進 入 し な い よ う に 砕 石 浮 上 止 め と し て 、 金 属 性 の 部 材 か ら な る
砕 石 浮 上 防 止 手 段 ７ を 、 浸 透 部 ４ の 開 口 部 の 上 面 部 分 、 即 ち 、 充 填 し た 砕 石 ２ の 上 面 部 分
に 取 り 付 け る 。 具 体 的 に は 、 砕 石 浮 上 防 止 手 段 と し て の 金 属 棒 ７ を 、 貫 通 孔 １ ５ の 下 側 に
、 金 属 棒 ７ の 両 端 部 分 が 貫 通 孔 １ ５ の 外 周 部 分 で あ る 低 部 壁 １ １ に 掛 か る よ う に 配 設 す る
。 金 属 棒 ７ は 貫 通 孔 １ ５ の 径 の 大 き さ よ り も 長 く 形 成 さ れ て お り 、 貫 通 孔 １ ５ と ク ロ ス す
る よ う に 配 設 さ れ る 。 複 数 本 の 金 属 棒 ７ が 格 子 状 に 配 設 さ れ 、 こ の 金 属 棒 の 格 子 に よ っ て
充 填 し た 砕 石 ２ の 浮 上 、 即 ち 、 貫 通 孔 １ ５ 内 へ の 砕 石 の 進 入 を 防 止 す る 。 （ 以 上 、 第 ６ ス
テ ッ プ ）
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 ま た 次 に 、 貫 通 孔 １ ５ か ら 上 向 き へ 集 水 枡 １ ０ 内 に 直 径 Ｒ 4（ １ ５ ０ ｍ ｍ ） の 浸 透 筒 と
し て の 塩 ビ 管 ５ 'を 立 設 す る 。 塩 ビ 管 ５ 'の 下 側 の 端 部 を 貫 通 孔 １ ５ 内 に 嵌 入 し て 立 設 さ せ
、 モ ル タ ル 等 の 接 着 手 段 ２ ３ で 塩 ビ 管 ５ 'を 集 水 枡 １ ０ に 固 定 す る （ 図 １ １ 参 照 ） 。 塩 ビ
管 ５ 'は 、 貫 通 孔 １ ５ と 同 形 状 の も の を 使 用 す る 。 ま た 、 立 設 す る 管 は 塩 ビ 管 に 限 定 さ れ
ず 、 例 え ば 、 土 管 、 鉄 管 等 で あ っ て も よ い 。 塩 ビ 管 ５ 'の 長 さ Ｈ 3、 即 ち 、 集 水 枡 １ ０ 内 上
方 に 延 び て い る 塩 ビ 管 ５ の 高 さ は 、 集 水 枡 １ ０ 内 に 流 入 し た 雨 水 の 処 理 方 式 に よ っ て 設 定
さ れ る 。 つ ま り 、 雨 水 を ピ ー ク カ ッ ト 方 式 に よ り 処 理 す る か 、 ベ ー ス カ ッ ト 方 式 に よ り 処
理 す る か で 決 定 さ れ 、 そ の 詳 細 は 前 記 図 １ の 説 明 に お い て 記 載 し た 通 り で あ る 。 （ 以 上 、
第 ７ ス テ ッ プ ）
　 そ し て 、 塩 ビ 管 ５ 'の 上 口 部 に フ ィ ル タ ６ を 設 置 す る 。 フ ィ ル タ ６ は 塩 ビ 管 ５ 'に 対 し て
着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る （ 図 １ ２ 参 照 ） 。 （ 以 上 、 第 ８ ス テ ッ プ ）
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 浸 透 構 造 体 １ の 施 工 方 法 の 他 の 形 態 と し て は 、 集 水 施 設 を 新 設 す る 場 合 の 形 態 が 挙 げ ら
れ る 。 こ の 場 合 、 集 水 施 設 を 据 え 付 け る た め の 掘 削 工 は 従 来 と 同 様 に 人 力 ま た は 掘 削 機 械
に よ り 行 な う 。
　 次 に 、 上 述 し た 形 態 の 第 １ の ス テ ッ プ に お け る 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ へ の 貫 通 孔 １ ５
の 形 成 は 、 集 水 枡 １ ０ を 据 え 付 け る 前 に 、 予 め 行 な っ て お く 。 そ の 他 の 具 体 的 施 工 内 容 は
、 上 述 し た 形 態 の 第 １ の ス テ ッ プ と 同 様 で あ る 。 （ 以 上 、 第 １ 'ス テ ッ プ ）
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 上 述 し た 形 態 の 第 ２ ス テ ッ プ か ら 第 ６ ス テ ッ プ の 施 工 内 容 は 以 下 の よ う に な る 。
　 集 水 枡 １ ０ を 据 え 付 け る 前 に 、 集 水 枡 １ ０ の 底 部 壁 １ １ に 形 成 し た 貫 通 孔 １ ５ に 対 応 す
る 位 置 に 、 砕 石 ２ と 浸 透 シ ー ト ３ に よ っ て 構 成 さ れ る 浸 透 部 ４ （ 図 １ で 説 明 し た 浸 透 部 ４
と 同 様 の 構 成 ） を 設 け る た め の 孔 １ ６ 'を 形 成 す る 。 （ 以 上 、 第 ２ 'ス テ ッ プ ）
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 孔 １ ６ '内 に 浸 透 部 ４ を 据 え 付 け る 。 浸 透 部 ４ の 形 状 は 、 例 え ば 、 円 柱 形 状 、 多
角 柱 形 状 の 他 、 円 錐 台 形 状 、 あ る い は 四 角 推 台 形 状 等 に 形 成 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、
上 記 第 ２ 'ス テ ッ プ に お い て 、 孔 １ ６ 'は 、 設 け る 浸 透 部 ４ の 大 き さ に 合 わ せ て 形 成 す れ ば
よ い 。 但 し 、 集 水 枡 １ ０ の 貫 通 孔 １ ５ の 直 下 に 配 置 さ れ る 浸 透 部 ４ の 上 端 部 の 形 状 お よ び
大 き さ は 、 貫 通 孔 １ ５ か ら 流 出 さ れ る 水 を 浸 透 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 貫 通 孔 １ ５ と
略 同 じ 形 状 お よ び 大 き さ 、 ま た は 貫 通 孔 １ ５ よ り も 大 き い こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、
さ ら に 浸 透 部 ４ の 設 計 水 頭 と 浸 透 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 地 中 へ の 雨 水 の 浸 透 量 を
大 き く す る こ と が で き る 。 浸 透 部 ４ の 開 口 部 の 上 面 部 分 に 、 砕 石 浮 上 防 止 部 材 ７ を 配 設 す
る こ と は 上 述 し た 形 態 を 同 様 で あ る 。 （ 以 上 、 第 ３ 'ス テ ッ プ ）
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 貫 通 孔 １ ５ か ら 上 向 き へ 浸 透 筒 と し て の 塩 ビ 管 ５ '等 を 立 設 す る こ と 、 塩 ビ 管 ５ '
等 の 上 口 部 に フ ィ ル タ ６ を 設 置 す る こ と は 、 上 記 形 態 の 第 ７ ス テ ッ プ お よ び 第 ８ ス テ ッ プ
と 同 様 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 浸 透 構 造 体 の 一 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 集 水 枡 に 取 り 付 け ら れ て い る
状 態 の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 浸 透 構 造 体 が 取 り 付 け ら れ る 集 水 施 設 の 一 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 浸 透 構 造 体 を 構 成 す る フ ィ ル タ の 枠 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は フ ィ ル タ
内 に 設 け ら れ る 細 目 フ ィ ル タ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 集 水 枡 の 上 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ｅ ― Ｅ 線 に お け る 断 面 図 で あ り 、 浸
透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 集 水 枡 の 断 面 図 で あ り 、 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 集 水 枡 の 断 面 図 で あ り 、 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 集 水 枡 の 断 面 図 で あ り 、 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 集 水 枡 の 断 面 図 で あ り 、 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 集 水 枡 の 断 面 図 で あ り 、 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 集 水 枡 の 断 面 図 で あ り 、 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 集 水 枡 の 断 面 図 で あ り 、 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 集 水 枡 の 断 面 図 で あ り 、 浸 透 構 造 体 の 施 工 方 法 の １ ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 浸 透 施 設 の 一 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 浸 透 施 設 の 一 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ 　 　 浸 透 構 造 体
　 ２ 　 　 砕 石
　 ３ 　 　 浸 透 シ ー ト
　 ４ 　 　 浸 透 部
　 ５ 　 　 浸 透 筒
　 ５ '    塩 ビ 管
　 ６ 　 　 フ ィ ル タ
　 ７ 　 　 砕 石 浮 上 防 止 手 段
　 １ ０ 　 集 水 枡
　 １ １ 　 底 部 壁
　 １ ５ 　 貫 通 孔
　 １ ６ 　 孔
　 ２ ０ 　 鋼 管
　 ２ １ 　 塩 ビ 管
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

(12) JP 2006-138197 A 2006.6.1



【 図 １ ４ 】
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